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研究成果の概要（和文）：　大きな磁気励起子による熱伝導、所謂、スピンによる熱伝導を利用した新しい絶縁
性高熱伝導材料が期待されている。そこで、スピンによる熱伝導を持つ新しい物質の開発とその機構を解明する
こと目的として、鉄酸塩化物Ca2FeO3Clと鉄酸化物LaSrFeO4の研究を行った。
　Ca2FeO3Clの単結晶は育成できなかったが、LaSrFeO4の単結晶育成に成功した。その熱伝導率を測定した結
果、大きなスピンによる熱伝導を観測し、高熱伝導材料への指針と新しいスピンによる熱伝導機構の知見を得る
ことができた。

研究成果の概要（英文）：  A new insulating highly thermal conducting material using the large 
thermal conductivity due to magnetic excitons, so-called thermal conductivity due to spins, is 
expected.  Accordingly, the studies of Ca2FeO3Cl and LaSrFeO4 were performed to develop and 
investigate new materials with the large thermal conductivity due to spins.  
　Although the single crystal of Ca2FeO3Cl was not obtained, the single crystal of LaSrFeO4 was 
successfully obtained.  As a result of the thermal conductivity measurements, the large thermal 
conductivity due to spins was observed and obtained the new guideline to a highly thermal conducting
 material and the knowledge of mechanism of the thermal conductivity due to spins.  
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研究成果の学術的意義や社会的意義
大きなスピンによる熱伝導を持つ新しい物質を発見することができた。これにより、今まで考慮されていなかっ
た物質群においても、大きなスピンを持つ可能性が示された。さらに、新しいスピンによる熱伝導機構の知見を
得ることができ、大きなスピンによる熱伝導を持つ物質の新しい指針を得ることができた。以上により、本研究
は、絶縁性高熱伝導材料への応用に貢献する社会的意義があり、スピンによる熱伝導機構解明に向けての学術的
意義がある。








